
イ
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リ
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化
撃
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ラ
ス
ト
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I
・
C
・
-
の
概
観

i
l

紳

野

嘩

郎
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一

)

第
一
次
世
界
大
鞍
は
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
世
に
知
ら
れ
て
い
た
い
し
か
志
未
開
護
の
ヱ
業
と
、
そ
れ
K
必
要
た
諸
原
料
の
も
つ
債
値

主
義
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
と
、

が
い
か
に
大
き
切
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
と
と
を
き
わ
め
て
具
購
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
と
れ
ら
は
今
日
た
よ
び
将
来
の
資
本

一
切
の
希
望
左
左
右
す
る
程
の
も
の
で
あ
る
と
と
を
賓
読
す
る
に
至
っ
た
。
と
う
し
た
未
開
殻
の
諸
工
業
と

は
何
か
と
い
え
ば
、
第
一
次
大
鞍
後
に
念
速
に
鷲
展
を
と
げ
て
き
た
新
興
工
業
白
諸
部
門
、
と
と
に
、
化
皐
薬
品
、
錫
、
ゴ
ム
、
石
油
、

ア
ル
ミ
昌
ウ
ム
、

-3
ケ
ル
に
依
存
す
る
化
皐
工
業
た
ら
び
に
非
鋳
金
属
工
業
の
各
部
円
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
諸
化
皐
工
業
長
よ
び
非

鋳
金
属
を
そ
の
掌
中
に
牧
め
る
も
の
は
、
将
来
の
世
界
の
工
業
界
の
支
配
擢
を
得
る
と
と
が
で
き
る
と
さ
え
い
わ
れ
た
。

と
れ
は
苧
時
に

拾
い
て
も
、
職
時
に
治
い
て
も
②
て
は
ま
る
。
舎
て
は
、
世
界
樺
カ
の
基
礎
と
さ
え
い
わ
れ
、
古
い
停
統
の
あ
る
覇
擢
を
も
っ
た
錦
、
鋼
.

石
炭
さ
え
も
、
上
越
の
も
の
に
挑
鞍
し
て
殆
ん
ど
勝
算
の
た
い
も
の
と
見
ら
れ
る
程
で
る
る
。

仮
り
に
、
今
日
の
職
争
の
場
合
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
ラ
。
第
一
次
大
戦
ま
で
は
、
世
界
は
鞍
争
の
武
器
を
鋳
鋼
業
及
び
化
撃
工
業
中

イ
ギ
F
ス
に
お
げ
る
化
率
ヱ
品
開
ト
ラ
ス
ト
の
威
主

-七



イ
ギ
η
ノ
ス
に
お
け
る
化
準
工
業
ト
ラ
一
ス
ト
の
成
立

一一入、

の
火
薬
工
業
部
門
だ
け
に
求
め
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
白
世
界
は
、
鞍
時
に
な
げ
る
軍
需
品
を
準
備
す
る
た
め
に
は
と
れ
を
佑
製
工
業

の
査
分
野
K
求
め
怠
け
れ
ば
な
ら
た
い
程
に
怠
っ
た
。

第
一
次
大
戦
後
、
金
速
紅
殻
展
を
と
げ
て
き
た
と
う
し
た
新
興
工
業
を
支
町
ず
る
、
資
本
は
、
資
本
主
義
世
界
の
産
業
の
中
に

E
犬
伝
地

位
を
し
め
る
よ
う
に
伝
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ア
メ

p
カ
の
デ
ュ
ポ
シ
、
ド
イ
ツ
の
イ

1
・
グ

1
の
如
く
。
以
下
に
な

初
期
の
護
展
を
概
観
し
よ
う
と
す
る
イ
ギ
ロ
ス
の

I
i
c
-
-
Q
g官
同
互
の

FOEs-HE52与
の
0
・u
E品・
i

い
て
そ
の
成
立
と
、

帝
閤
化
経
エ
業
合
同
紙
〉
も
ま
た
と
の
例
に
も
れ
る
ち
の
で
は
た
い
。
そ
し
て
、

I
・
C
・
-
の
成
立
は
イ
ギ
P
ス
佑
撃
工
業
に
治
け
忍
豆
大

ト
ラ
ス
ト
の
誕
生
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
間
際
的
た
化
向
車
工
業
大
ト
ラ
ス
ト
の
成
立
を

L
め
す
も
の
で
あ
る
J

I
・
C
・
-
怯
成
立
の
営
初
か
ら
新
興
工
業
の
杢
部
門
に
沿
い
て
、
さ
ら
に
又
、
新
エ
業
資
源
の
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
っ
て

そ
の

E
犬
伝
姿
を
あ
ら
わ
ム
て
き
て
い
る
。
あ
る
時
は
そ
の

E
大
た
姿
は
、
他
の
資
本
主
義
的
2

V
ツ
品
ル
V

を
堅
倒
す
る
か
の
如
一
く
、

又
、
あ
る
時
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
ロ
ヵ
、
ア
ジ
ア
そ
の
他
の
領
域
に
沿
い
て
五
大
た
他
の
諸
濁
占
組
織
と
結
ん
で
稔
り
、
数
多
く
の

そ
し
て
、

I
・
C
・
-
は
『
一
や
時
に
沿
い
て
有
利
止
な
産
業
を
支

企
業
の
株
主
名
簿
の
中
で
は
主
要
た
要
素
と
怠
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

配
す
る
と
同
時
に
、
鞍
時
に
た
い
て
も
有
利
及
産
業
を
支
臨
す
る
も
の
で
あ
る
』
と
と
を
そ
の
後
の
登
展
の
歴
史
に
お
い
て
如
震
に
し
め

し
て
い
る
。

I
・
C
・
-
は
そ
の
成
立
の
営
初
か
ら
き
わ
め
て

E
大
ゑ
組
織
で
あ
る
と
同
時
に
、
き
わ
め
て
買
汎
た
分
野
で
活
動
し
た
。

し
売
が
っ
て
、

『
I
・
C
・
-
と
は
』
と
問
わ
れ
た
場
合
こ
れ
に
明
確
に
答
た
る
と
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
も
、
イ
ギ
P
ス
の
間
労
働
者

は
そ
れ
の
本
来
の
内
容
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
簡
明
に
答
え
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
化
磐
工
業
は
一
九

へ
昔
ニ
}

と
の
七
七
百
寓
ポ
)
J

ド
ハ
一
九
一
ニ

O
年
現
在
に
お
け
る
資
本
金
〉
と
い
う
豆
大
た
結
合
謹
の
下
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
に
至
つ

二
六
年
以
後
は
、

た
事
を
は
っ
き
り
と
記
憶
し
て
い
る
。
さ
ら
に
又
、
か
れ
ら
は
つ
ぎ
の
事
費
を
も
知
り
聾
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
と
の
結
合
瞳
の
組
織
者



た
る
メ
ル
チ
且
ッ
ト
卿
(
阿
久

OH仏
言
。

HnZ2111上
野
一
般
的
に
段
、
ア
ル
ア
レ
ッ
ド
・
モ
ン

V
卿

i
m
r
E片岡邑

Z
E
n
-
-
E
L
て
知
ら
れ
て
い
る
U

ほ

、.、‘.‘.、

A

詫
エ
v
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.. 

ど

K
工
業
に
恥
掛
け
る
い
わ
ゆ
る
合
理
化
(
委
本
一
家
的
U

を
一
般
化
さ
せ
、
号

V
H
r
・
グ

1
ナ

1
舎
議
を
語
巴
て
『
産
業
平
和
』
の
理
論
主
一

般
化
さ
せ
党
人
は
未
だ
曾
て
泣
い
と
い
ろ
と
と
を
。

(
註
一
)
巴

Z
虫
色
自
由
自
由

E
岡
田
件
。
門
口
開
神
戸
。
白
色
町
同
〈

2
m
g目

nr
色
。
片
岡
山
由
吉
岡
山

O
Eロ
mm匂《
V-E-H

円
四

2
開門
D
官
官
門
古
田
神
ユ
0
・・

3
ω
P
J刊
号
回
目

m
T
h
Fロ
amwH骨

問。町田

H1・
符
」
『

-
F
R
E
O
-
ω
-
M
0・
創
立
営
初
の
一
灸
本
合
は
五
四
五
百
高
ポ
ン
V
B

で
る
る
@

(
設
二
)

モ
〉
ド
・
タ

I
ナ

l
合
議
(
足
。
ロ
チ
バ
門

dEロ
2
c
q
p同
2
2
8
)
は、

I
・
C
・
-
の
指
導
者
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
モ
ン
ド
以
下
の
有
力
な
廿
同

名
の
資
本
家
が
提
唱
し
、

ζ

れ
に
た
い
し
、
努
働
組
合
合
犠
総
務
委
員
舎
は
こ
む
提
案
一
号
承
諾
L
、
舎
一
長
ベ
ン
・
タ

1
ナ

1
以
下
ご
十
九
名
が
参
加

L
た
、
一
九
一
一
八
年
一
月
十
一
一
臼
ロ
ン

F
ン
の
口
イ
ヤ
ル

-
Y
サ
イ
エ
テ
イ
で
第
一
一
同
の
令
合
が
行
わ
れ
、
同
年
七
月
四
日
第
二
阿
の
曾
合
に
h

叩い

て
、
努
妥
協
調
に
よ
る
産
業
組
繰
り
改
善
に
つ
い
て
の
双
方
の
意
見
が
一
致
L
た。

(
一
一
〉

つ
い
で

I
・
C
・
-
の
成
立
営
初
の
世
帯
情
に
つ
い
て
簡
単
に
概
説
し
て
み
よ
う
。

営
時
イ
ギ
ロ
ス
忙
存
在
し
た
四
吠
舎
位
、
即
ち
グ
ラ
ナ
!
モ
ン
ド
合
枇

a
E
8
2
冨

c
E

史
U
0
・

F
丘・

1
イ
ギ
リ
ス
染
料
舎
吐

(
W
H
f
r
r
U
3叩
岬
口
容
の
O
B官同
q
u
E
F
1
ノ
ー
ベ
ル
工
業
会
世

(
Z
q
Z
H
H
E
S
E
F
F
Eじ
な
ら

I
・
C
・
-
は
一
九
一
一
六
年
十
月
に
、

ド
を
指
導
者
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
市
あ
る
。

び
に
合
同
ア
ル
カ

p
合
同
位

(
d
p
x
o仏
KM-E日仙の
9
5
宮
HHFFE--)
を
合
同
し
プ
ラ
ナ

l
・
モ
シ
ド
舎
社
。
支
酪
者
ア
ル
プ
レ
サ
ド
・
モ
ン

と
の

I
・
C
・
-
が
設
立
さ
れ
た
一
九
二
六
年
と
γ

い
え
ば
、
同
年
五
月
に
イ
ギ
ロ
ス
炭

慣
業
を
中
心
と
し
た
大
ゼ
ネ
・
ス
ト
が
h
M

と
伝
わ
れ
、
二
五

O
寓
の
附
労
働
者
が
と
れ
に
参
加
し
た

Q

し
か
も
同
年
十
一
月
に
こ
の
ス
ト
ラ

イ
ギ
F
ス
に
お
げ
る
化
感
エ
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
文

一
一
九



イ
ギ
B
ス
に
お
げ
る
化
事
ヱ
業
ト
ヲ
ス
ト
の
成
立

一-一一円}

イ
キ
は
努
働
者
側
の
政
北
に
終
っ
た
と
い
う
イ
ギ
P
ス
附
労
働
謹
動
史
上
に
た
い
て
記
憶
さ
れ
る
ぺ
き
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
問
巴
年
に
、
イ

ギ
リ
ス
化
盤
工
業
界
の
拍
目
撃
的
地
位

K
あ
っ
た
モ

V
V
卿
は
生
樫
忙
和
け
Z
約
頂
時
忙
立
っ
て
い
た
の
で
あ
お
。

;." 

一
九
二
六
年
は
、
イ
ギ

F
ス
に
と
っ
て
開
労
働
蓮
動
史
上
特
隼
さ
れ
る
べ
き
年
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
伝
〈
、
第
一
次
大
戟
径
の
イ
ギ
P
ス

事
本
主
誌
の
都
民
展
の
中
で
も
‘
多
く
の
経
酒
指
標
が
し
め
す
よ
ラ
に
最
悪
の
年
で
あ
っ
た
と
み
る
と
と
が
で
き
る

Q

鞍
後
衰
退
の
詮
を
た

一
九
二
主
年
に
奮
卒

慣
に
よ
る
金
本
位
へ
の
復
輯
を
む
と
た
つ
売
が
‘
と
れ
忙
よ
る
デ
フ
レ
.
j
y
ョ

V
は
さ
ら
忙
駅
態
を
悪
佑
さ
せ
た
。
高
い
ポ
ザ
ザ
ド
相
場
の

ど
っ
て
い
先
イ
ギ

P
ス
資
木
主
義
川
従
来
の
産
業
上
の
時
間
依
階
、
抑
制
興
競
争
閣
の
出
現
、
輪
山
川
産
地
帯
②
不
振
等
に
よ
る
)
は
、

維
持
は
、
イ
ギ

P
ス
産
業
の
競
争
力
を
弱
あ
、
そ
の
輸
出
そ
さ
ら
に
困
難
K
さ
位
、
イ
ギ
-
P
ス
の
地
位
を
弱
め
る
と
と
に
た
っ
売
。
こ
う

し
た
時
期
に
世
界
最
大
の
北
陸
ヱ
業
ト
ラ
ス
ト
の
一
で
あ

w
o
-
-
C
-
ー
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。

I
・
C
・
-
を
誕
生
せ
し
め
た
置
援
の
動
艇
は
と
い
え
ば
、
そ
れ
の
誕
生
の
前
年
つ
ま

D
一
九
二
五
年
に
成
立
し
た
ド
イ
押
/
の
化
革
工

業
ト
ラ
ス
ト
、
イ

1
・
グ
ー
に
艶
品
仇
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
佑
塾
ヱ
設
の
競
争
カ
を
増
大
せ
し
め
る
た
め
で
あ
っ
売
と
い
わ
れ
℃
い
る
。
ア

ル
プ
レ
ッ
ド
・
モ

V
ド
卿
は
、

I
・
C
・
-
の
誕
生
は

i
『
ド
イ
w
ノ
の
北
車
工
業
ト
ラ
ス
ト
に
よ
名
世
界
粧
覇
に
た
い
す
る
認
容
で
あ
る
』

と
語
っ
て
い
る

Q

し
か
し
.
そ

V
ド
は
こ
れ
と
問
時

K
、
ア
メ
ザ
カ
と
の
競
争
K
F
抗
す
る
と
と
も
と
の
ト
ラ
ス
ト
を
成
立
ぜ
し
め
る
に

(註
J

至
つ
売
目
的
で
あ
る
と
誌
べ
て
い
る

Q

門
註
〉

岡
、
己
円
言
乙
問
。
。
出
口
M『

ta〉
g

E
山

g
n
c
B
G
M
M
O
H
ω

回ユ
S
5
3
〉
に
H
O
仏
〉
剛
山
H
H
O
M
U
F
H
A
。
唱
吋
ぴ
Hr--
古
谷
喝
・
一
応
∞
・

と
〉
で
営
時
の
主
要
諸
国
の
化
車
工
業
と
、
世
界
市
場
に
た
け
る
地
位
の
理
化
を
一
一
一
目
し
て
訟
と
ち

Q

第
一
吹
世
界
大
戦
の
過
程
で
、

従
来
世
界
の
化
車
工
業
界
忙
お
い
て
支
配
的
地
位
に
あ
ワ
た
ず
イ
ツ
が
そ
の
地
位
を
失
う
に
至
っ
た
。
瞥
争
の
終
末
頃
に
は
、
ア
メ
リ
カ

一
が
北
磐
工
業
製
品
に
つ
い
て
は
最
大
の
輸
出
固
と
な
っ
た
。
ド
イ

γ
と
共
氏
、
フ
ラ
V

ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
も
世
界
市
場
に
烏
け



.島

る
従
来
の
地
位
を
保
持
で
き
た
く
た
っ
た
。
し
か
し
、
大
鞍
後
広
告
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
く

K
F
イ
ツ
の
工
業
再
建
は
佑
畢
工
業
製
品

K
つ
い
て
の
世
界
市
場
の
扶
態
に
直
接
の
影
響
を
彰
た
え
る
と
と
、
伝
っ
た
。
以
下
の
表
で
み
る
よ
ラ
に
、

一
九
二
六
年
K
は
す
で
に
ア

メ
p
カ
は
そ
の
首
位
を
ふ
た
、
び
ド
イ
ツ
に
譲
b
、
ド
イ
ツ
の
化
墜
工
業
製
品
の
輸
出
額
は
す
で

K
ア
メ

p
品
川
を
五

O
%も
凌
駕
し
て
い

る
朕
態
で
あ
っ
た
。

一
九
二
六
年
に
烏
け
る
主
要
四
カ
閣
の
化
皐
工
業
製
品
の
輸
出
額
〔
翠
位
H
百
蔦

rc

ド
イ
ツ

二
五
六

ア
メ

p
カ

七

プ
ラ

V
ス

一
一
一
五

イ
ギ
P
ス

一
一
四

ハ
註
)

知

-
F
富
山

n
v
o
F
Eの副
H
S
F
の
OBHM山
田
曲
師
吉
弘
寸

2
2
二回】
M
S
7
4司
誌
の

ag
皆、.。
oHロB
-
u
g
d
z
g
H回目
qHVHO回
国

w
S
M
∞・

ゅ
・
片
山

ω

化
車
工
業
製
品
。
中
で
も
こ
と
に
染
料
で
は
競
争
が
は
げ
し
〈
去
っ
た
。
鞍
時
中
、
最
大
の
生
産
圏
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
に
代
っ
て
、
鞍

後
ア
メ

P
カ
が
拾
頭
じ
た
。
(
ド
イ
ツ
の
化
畢
工
業
界
の
関
係
筋
は
、
ア
メ

p
カ
の
念
遺
伝
費
展
は
ド
イ
ツ
の
特
許
構
を
捜
・
牧
し
た
黙
に

重
要
た
原
因
が
る
る
と
と
を
主
張
し
た
)
し
か
し
、
鞍
鶴
、
ド
イ
ツ
の
カ
ム
¥
パ
ッ
ク
は
著
る
し
く
、
と
と
に
高
級
製
品
の
品
川
野
で
は
目
立

っ
て
い
た
。

化
車
工
業
界
に
烏
け
る
と
ラ
し
た
事
情
の
中
で
イ
ギ

p
ス
の
、
と
く
に
染
料
工
業
は
大
き
た
影
響
を
う
け
る
と
と
〉
た
り
た
。

イ
ギ
ロ

ス
の
染
料
舎
祉
は
鞍
前
か
ら
鞍
時
中
も
外
閤
人
の
支
配
力
が
か
た
か
強
く
、
し
か
も
染
料
治
費
量
の
九

O
%以
上
は
主
と
し
て
ド
イ
ツ
か

イ
ギ

F
ス
に
お
け
る
化
車
工
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
立



イ
ギ

F
ス
に
お
け
る
化
率
ヱ
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
立

一
一一一一

ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
。

一
九
一
八
年
に
‘
政
府
の
支
援
に
よ
っ
て
イ
ギ
ロ
ス
染
料
舎
祉
が
既
存
の
舎
一
粧
を
合
併
さ
せ
る
と
と
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
た
。

同
社
は
イ
ギ

p
ス
染
料
生
産
に
つ
い
て
は
一
騒
の
濁
占
的
地
位
を
も
っ
て
い
た
。

又
一
九
一
一

O
年
に
は
染
料
輸
入
統
制
法

l
U
3
2
z
F
Q
B宮
崎
仲
間
。
聞
記
富
山
S
)
〉

2
iが
制
定
さ
れ
、
外
閣
の
競
争
か
ら
圏
内
の
染
料
生
産
者
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
こ

の
た
め
に
特
別
の
許
可
あ
る
場
合
笠
除
い
て
は
、
染
料
の
輸
入
を
禁
止
し
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
ロ
ス
の
生
産
者
か
ら
得
ら
れ
た
い
も
の
は

特
別
の
許
可
を
う
け
て
輸
入
さ
れ
る
と
と
L
3

忽
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
は
外
閤
の
競
争
者
が
つ
け
る
最
低
慣
格
で
輸
入
さ
れ
、
そ

れ
が
統
制
法
の
目
的
と
す
る
効
果
を
大
い
に
減
殺
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

Q

そ
の
上
、
イ
ギ
リ
ス
染
料
舎
祉
の
地
位
も
完
全
注
調
占

舎
一
世
と
い
ラ
と
と
は
で
き
放
か
っ
た
。
と
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
染
料
工
業
界
は
戦
後
に
沿
い
て
も
十
分
に
確
立
さ
れ
る
と
と
は
↑
た
く
、
最
大

生
産
舎
散
で
あ
る
イ
ギ
η
ノ
ス
染
料
舎
祉
は
経
済
情
勢
の
悪
化
と
、
内
外
の
競
争
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
は
謡
枯
し
た
Q

(

イ
ギ
F
ス
で
は
、
そ

の
規
模
は
小
さ
い
と
は
い
え
、
潟
立
生
産
舎
一
位
は
ご

O
位
以
上
存
在
し
、
と
れ
が
イ
ギ

P
ス
染
料
合
祉
に
と
っ
て
積
極
的
な
競
争
者
の
立
場
に
立
っ
た
U

イ
ギ
リ
ス
染
料
工
業
の
と
う
し
た
事
情
に
砦
目
し
て
と
れ
に
乗
じ
よ
う
と
し
た
の
が
一
九
二
五
年
に
成
立
ー
た
ド
イ
ツ
の
染
料
工
業
ト
ラ

ス
ト
、
イ
1
・
グ
ー
で
あ
る
。
費
さ
い
に
、
イ
ギ
P
ス
染
料
舎
祉
は
ド
イ
ツ
の
染
料
ト
ラ
ス
ト
と
の
間
に
餐
効
力
の
あ
る
協
定
を
結
ぼ
う

と
数
回
に
わ
た
っ
て
そ
の
試
み
左
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ

1
・
グ
ー
は
と
の
場
合
に
技
術
的
援
助
を
奥
え
る
代
償
と
し
て
、
利
潤
の

品
川
配
に
参
加
す
る
と
と
を
提
案
し
た
。
と
れ
に
よ
っ
て
イ
ギ
P
ス
染
料
工
業
に
も
文
盟
の
乎
を
延
ば
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

(

註

)

政
府
は
こ
の
提
案
を
受
諾
す
る
と
と
は
拒
絶
し
た
。

イ
ギ
リ
ス

(
註
〉

宮
窓
口
r
百件
N
問。

3
5・
2H白色ロ
2
H
E
n
o
g古
田
注
目
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出
向
岱
何
回
何
回
宮
内
同

3
3
S
-
F
S仏
Dロ・同
y
S
1
2・
と
吟
注
目
ロ

5
5
2
2
F
S
H
D
E

有
祖
師
出
問
己

田
仲
間

S
A
の申
B
r
z
o白
山
田
昌

a
o
S
F
E
3
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F
O
E
S
3
u∞・
M
M

・
字
国

i
E。・

カ
ル
テ
ル
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ト
ラ
ス
ト
、
コ
シ
ヅ
エ
ル
ン
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上
)
一
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五
瓦



染
料
工
業
に
お
け
る
と
ろ
し
た
事
情
に
も
っ
と
も
注
意
じ
て
い
た
の
は
、
営
時
の
イ
ギ
リ
ス
化
車
工
業
に
お
い
て
重
要
注
地
位
を
し
め

る
プ
ラ
ナ

l
・モ

γ
ド
合
一
位
ハ
基
礎
化
準
郊
刊
で
あ
る
y
I
r
工
業
を
支
配
)
一
舵
長
の
ア
ル
ブ
レ
ッ
ド
・
モ
シ
下
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
、
他
方
で

又
、
さ
き
に
の
ぺ
た
イ
ギ
り
ス
品
川
料
或
祉
の
重
役
も
兼
ね
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
営
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
化
向
車
工
業
部
門
を
見
る
と
、
章
一
要

注
ご
一
部
門
、
つ
ま
り
ソ
ー
ダ
工
業
は
ブ
ラ
ナ

1
・モ

γ
ド
合
社
及
び
令
同
ア
ル
カ
リ
忙
よ
っ
て
、
火
喪
主
業
は
ノ
ー
ベ
ル
工
業
合
祉
に
よ

つ
℃
、
ま
た
、
染
料
工
業
は
イ
ギ
ロ
ス
凍
料
金
日
世
に
よ
っ
て
い
づ
れ
も
濁
占
韓
の
支
配
力
の
下
に
判
掛
か
れ
て
い
た

Q

ζ

の
中
、
前
二
習
に

つ
い
て
は
、
上
り
以
上
の
合
併
は
必
要
と
さ
れ
た
か
づ
た
。
た
日
、
染
料
工
業
だ
け
は
小
規
模
の
競
争
舎
粧
が
存
在
し
、
上
り
以
上
の
合
併

が
必
要
と
考
え
ら
れ
た

Q

帽
を
た
惇
え
ら
れ
る
イ
ギ
9
ス
政
府
の
意
向
と
し
て
も
、
同
内
の
化
車
工
業
を
イ
ギ
ロ
ス
ヱ
業
力
の
基
礎
と
し
、

鞍
宰
準
備
の
基
礎
と
す
る
賠
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
犬
規
模
染
料
工
業
の
根
立
の
必
嬰
注
と
と
、
さ
ら

K
技
術
上
の
運
開
性
と
い
ろ
間
賠

モ
シ
ド
は
と
れ
ら
の
上
越
の
諸
事
情
を
堵
底
し
た
上
で
‘
上
記
の
四
大
企
業
を

か
ら
、
深
料
工
業
と
火
喫
γ
山
由
誌
の
関
係
が
軍
閥
さ
れ
た
。

一
丸
と
し
た
化
盤
工
業
忙
烏
け
る
綜
合
大
ト
ラ
ス
ト
を
形
成
す
る
こ
と
〉
た
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
具
っ
た
諸
企
業
が
相
互
K
有
機
的
に
閲

建
せ
し
め
ら
れ
、
し
か
も
と
う
し
て
組
品
川
さ
れ
究
豆
穴
潤
占
轄
の
中
に
は
、
そ
の
中
に
統
合
さ
れ
た
そ
，
れ
ぞ
れ
の
豆
大
企
業
の
支
配
下
に

あ
っ
た
異
種
の
産
業
部
門
を
捧
営
ず
る
諸
企
業
も
多
数
包
含
さ
れ
る
と
と
〉
段
。
売
。

I
・
C
・
-
は
と
ろ
し
た
賄
に
拾
い
て
化
墜
工
業

に
な
け
る
大
2

V
ピ
ナ

1
ト
の
観
を
呈
し
て
い
る
も
の
と
い
う
と
と
が
で
き
る

Q

ア
ル
ブ
レ
?
ド
・
モ
ン
ド
卿
は
新
合
一
躍

I
・
C
・
-
ハ
師
、
也
)
乞
創
立
し
、
手
ぎ
に
の
べ
た
四
穴
企
業
を
買
肱
し
て
吸
牧
す
る
こ
と
に
し

た
。
そ
し
て
、
買
牧
さ
れ
る
各
合
一
胞
の
株
式
資
本
の
購
入
慣
格
は
額
面
額
に
し
て
五
六
、
八

O
=
1
0
0
0ポ
V
ず
の
新
合
祉
の
株
式
を

割
営
て
る
と
と
に
よ
っ
て
排
済
さ
れ
た
の
で
あ
る

Q
I
・
C
・

-K吸
牧
さ
れ
た
営
時
、
プ
ラ
ナ

1
・
モ
シ
ド
舎
祉
は
最
大
で
林
式
資
本

血
唱

額
一
五
百
演
ポ
V
ド
、
と
れ
に
つ
い
で
‘
ノ
ー
ベ
ル
工
業
舎
祉
は
株
式
資
本
額
は
一
六
百
寓
ポ

γγ
、
第
三
位
は
合
同
ア
ル
カ

p
舎
一
位
で

イ
ギ
η
ノ
ス
に
お
け
る
ル
加
盟
平
工
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
立

一
一一一一



イ
ギ

9
ス
に
お
け
'
る
化
率
工
業
ト
ラ
ス
ト
む
成
立

株
式
資
本
額
は
コ
了
七
百
寓
ポ

V
下
、
そ
し
て
第
四
位
の
イ
ギ
η
ノ
ス
染
料
合
同
散
は
株
式
資
本
額
は
四
・
七
百
寓
ポ
シ
ド
で
あ
っ
た

Q

と
う

#
 

し
て
新
党
に
成
立
し
た

I
・
C
・
-
は
創
立
賞
初
す
で
に
四

O
の一ナ
λ

曾
一
位
(
関
係
舎
一
批
を
の
ぞ
〈
U

を
有
し
官
一
初
の
株
式
資
本
金
は
五
四
、
五

一一一回

一
四
、
七
三
ニ
ポ

γ
ド
(
乙
れ
は
額
面
一
ポ
ン
刊
?
の
累
積
約
優
先
株
!
配
営
セ

μ
l
一
豆
、
四
七

O
、
六
回
七
株
、
額
商
一
ポ
ン
ド
、
七
%
配
営
附

l
非

後
間
普
遜
株
二
九
、
九
一
五
・
九
七
一
株
・

ぴ
に
・
額
面
十
シ

F
ン
グ
の
格
一
甑
株
一
八
、
一
一
一
品
六
、
一
一
ニ
八
株
主
り
成
る
)

L
か
も
、
残
品
開
刑
務
の
一
ラ
ハ
刀
の
一
一
に
た
い
し
て
は
詩
求
犠
あ

D
l中
山
首
議
株
二
九
、
九
一
一
品
、
九
七
一
川
腕
、
な
ら

(註
d

r

で
る
っ
た
。

2
5
 ζ
L

に
か
h

げ
た
数
字
は
ロ

g
E
O
]
5
8ロ
の
前
掲
室
田
四
七
1
1
八
頁
に
よ
弘
法
。
な
お
間
警
に
よ
れ
ば
、

ζ

C
会
祉
の
資
本
金
は
一
九
一
一
一

O
舎

計
年
反
ま
で
に
問
問
増
加
せ

L
め
ら
れ
て
い
る
。
ナ
な
わ
ち
、
一
九
二
七
合
計
年
皮
に
は
一
ニ
、
六
五
五
、
一
一
七
ポ
ン
ド
が
、
一
九
二
八
合
計
年
度

に
ほ
七
、
五
七
五
、
八
一
一
一
ポ
ン
ド
が
、
一
九
一
一
九
曾
計
年
度
に
は
一

o、
七
百
一
六
、

O
九
九
ポ
ン
ド
が
、
そ
し
て
一
九
一
ニ

O
命
日
計
年
度
に
は
一
九

。、

O
七
O
ポ
ン
Y
が
そ
れ
ぞ
れ
槍
加
せ

L
あ
ち
れ
て
い
る
。

ζ

の
給
回
京
、
一
九
一
一
一

O
命
日
計
年
度
の
株
式
資
本
総
額
は
七
六
、
点
七
一
、
八
一
一
一

O
ポ

シ
ド
と
な
っ
た
。

子
舎
一
枇
教
と
い
¥
¥
を
た
創
立
営
初
の
資
本
金
額
の
鮮
か
ら
み
て
、
同
一
世
は
イ
ギ

P
ス
で
と
の
時
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
合
同
の
中
で
最

犬
の
も
の
で
あ
っ
売
と
い
う
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

I
・
C
・
-
は
買
牧
に
上
っ
て
回
大
企
業
長
よ
び
そ
の
子
舎
祉
を
吸
牧
し
た
が
、
新
倉
社
ハ
I
'
c
-
I
U
は
、
そ
れ
を
、
構
成
す
る
諸
企

業
〈
そ
の
ユ
γ
品
関
紙
も
合
む
U

に
つ
い
て
細
か
い
経
轡
上
の
黙
は
そ
の
ま
冶
に

L
て
た
き
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
諸
企
業
は
以
前
と
問
じ
重
役

の
下
に
治
が
れ
て
い
た

Q

た
Y
こ
れ
ら
の
諸
企
業
の
政
策
た
ら
び
に
金
融
上
の
監
替
棋
は
新
舎
粧
の
手
広
参
り
、
新
合
祉
の
重
投
舎
は
そ

門
誌
}

れ
ん
¥
の
企
業
の
重
命
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
十
二
人
心
メ

V
パ
ー
を
以
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

(叫む

M
V
O
H
H
山
口
W
M
U
H
N
問
。
お
芯
・

E
H
ロ
合
曲
訂
正

n
D
S
Z
E己
S
宙
開
ロ
な
s
q
w
M
y
・
3
・

.. 



こ
の
合
周
が
前
に
の
べ
た
よ
う
に
イ
ギ
ロ
ス
で
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
最
大
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
以
上
に
そ
の
大
き
な
特
長
!
ー
ー
と
の

黙
は
他
と
い
ち
じ
る
し
く
異
っ
て
い
る

i
iは
、
そ
れ
が
大
部
分
は
競
争
相
手
の
杢
く
泣
い
、
つ
ま
り
各
分
野
に
沿
い
て
大
韓
支
配
的
た

諸
企
業
の
悶
に
な
け
る
合
同
で
あ
っ
た
と
い
う
離
で
あ
る
。

と
の
合
同
に
よ
っ
て
得
る
利
盆
は
何
か
と
い
う
質
問
に
答
え
て
、
ア
ル
ブ
レ

吋
/
‘
ド
・
モ
シ
ド
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
誇
ら
し
げ
に
答
え
て
い
る
。
第
一
に
、
技
術
的
に
叉
経
消
的
に
、
双
方
の
面
に
沿
い
て
よ
り
大
き
な
賞

効
力
を
も
つ
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
他
国
の
同
h

し
よ
う
た
大
規
模
の
グ
ル
ー
プ
と
平
等
の
録
件
に
も
と
づ
い
て
交
渉
す
る
力

を
得
た
こ
と
で
あ
る
と

Q

イ
ギ
P
ス
の
製
造
工
業
の
領
域
に
沿
い
て
長
頂
黙
に
立
つ

I
・
C
・
-
は
イ
ギ
P
ス
の
金
融
機
関
、
こ
と
に
イ
ギ
ロ
ス
の
銀
行
業
と
決

し
て
独
立
し
て
い
る
も
の
で
た
い
こ
と
に
注
意
し
止
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

一
般
に
イ
ギ
P
ス
に
治
け
る
産
業
資
本
と
銀
行
資
本
と
の
関
係

は

ヨ

1
ロ
?
パ
大
陸
に
む
け
る
そ
れ
l
!
と
く
に
典
型
的
に
は
ド
イ
ツ
に
見
ら
れ
る
関
係
|
!
と
や
〉
具
っ
た
姿
を
も
っ
て
殻
展
し
て

き
て
い
る
こ
と
は
あ
ら
め
た
て
説
明
す
る
ま
で
も
広
い
。
し
か
し
I
・
C
・
-
の
歴
史
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
沿
い
て
産
業
資
本
と
銀
行
資
本

と
を
非
常
に
特
接
に
結
び
つ
け
て
い
る
代
表
的
広
重
要
注
組
織
の
一
で
あ
る
と
い
う
と
と
が
で
き
る
。

I
・
C
・
-
の
中
心
機
構
に
あ
る

同
一
砿
の
童
伎
の
構
成
を
み
る
と
、
と
の
銀
行
資
本
と
産
業
資
本
と
の
す
ば
ら
し
い
協
調
が
立
誠
に
詮
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
簡
翠
紅
一
例

を
皐
げ
る
と
、
今
日
イ
ギ

P
ス
に
た
け
る
金
銀
行
瞳
系
注
牛
耳
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
『
五
大
銀
行
』
の
中
の
四
行
は
重
伎
を
謡
じ
て

I
・
C
・
-
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
と
う
し
た
イ
ギ

P
ス
に
沿
け
る
豆
大
銀
行
主
代
表
し
て
い
る
重
役
謹
は
と
の
イ
ギ
ロ

ス
最
大
の
製
造
工
業
舎
祉
の
文
面
的
地
位
に
あ
る

Q

そ
し
て

I
・
C
・
-
は
今
日
の
独
占
資
本
主
義
の
典
型
的
特
質
を
そ
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

Q

そ
れ
は

I
・
C
・
-
の
株

主
名
簿
が
明
白
に
と
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
株
式
が
極
度
に
株
主
の
間
に
分
散
し
て
い
る
と
い
ろ
事
費
で
あ
る
え
株
主
総
数
二
一

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
化
経
工
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
立

一一一五
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イ
ギ
』
円
ス
に
お
け
る
化
血
中
ヱ
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
立

一一一八

前
者
は
枯
草
工
業
に
烏
け
る
基
礎
的
生
産
物
と
し
て

D
プ
ル
カ

p
の
独
占
的
生
産
者
と
し
て
、
又
、
後
者
は
園
際
火
薬
b
ラ
ス
ト
の
主
役

者
と
し
て
と
も
に

I
・
C
・
-
の
支
桂
を
た
し
て
い
る
も
り
と
見
る
と
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
と
れ
ら
爾
祉
の
費
展
は
そ
の
ま
う

I
・

C
-
ー
の
寅
汎
援
活
動
と
闘
謹
が
深
い
り
で

b
る
。
以
下
、
し
ば
ら
く
と
れ
ら
爾
舎
祉
の
棺
革
を
略
櫨
し
て
み
る
と
と
に
し
よ
ラ
。

プ
ラ
ナ

1
・モ

V
F
の
歴
史
は
イ
ギ

P
ス
の
ア
ル
カ

p
工
業
に
治
け
る
企
業
集
中
の
護
展
を
る
ら
わ
ず
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
プ
ラ
ナ

1
・モ

V
ド
の
護
展
。
歴
史
は
営
然
そ
の
中
で
‘
合
同
ア
ル
カ

p
ヱ
業
舎
祉
の
喪
展
と
も
関
連
し
て
く
る
り
で

あ
る
。
プ
ラ
ナ

1
・モ

γ
ド
は
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
ル
グ
エ
イ
及
び
ア
メ

p
カ
の
デ
品
ポ
V
と
も
密
接
た
関
係
を
有
し
、
と
れ
は
イ
ギ
F
ス
白

佑
単
工
業
携
嘗
者
と
.
外
閣
と
の
密
接
恥
仏
関
係
を
し
め
ず
一
の
具
瞳
的
た
例
を
し
め
ト
レ
て
い
る
。
プ
ラ
テ

1
・モ

V
下
は
、

一一ニ
o
z
l

ヵ
ー
の
土
地
を
買
牧
七
、
五
千
ポ

V
F
の
資
本
金
を
以
て
ア

V
モ
昌
ア

-
Y
1
グ
D
製
遣
に
従
事
し
た
り
は
一
八
七
一
一
一
年
で
あ
っ
た
。
乙

の
事
業
が
成
功
を
牧
め
転
の
で
一
八
八
一
年
に
は
資
本
金
は
六

O
寓
ポ

V
F
K
増
加
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
と
白
年
は
じ
め
て
株

一
式
舎
祉
に
組
織
O
襲
更
を
行
っ
た
。
一
八
八
一
年
は
ア
ル
カ

p
工
業
の
製
遺
過
程
に
大
き
た
鑓
革
が
た
と
な
わ
れ
た
年
で
あ
る
。
絶
燕
は

ル
プ
ア
V
法
の
下
で
も
咽
と
伝
わ
れ
て
い
た
が
、
留
に
一
八
七

0
年
代
。
一
後
半
に
は
過
剰
生
産
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
と
う
し
た
中
、
で
‘
一

八
八
一
年
に
ア
ム
モ
-
一
ア
・
ソ
ー
グ
法
が
新
た
に
採
用
さ
れ
、
ハ
プ
ラ
ナ
1
・
モ
ン
V
の
創
立
者
に
よ
る
U

と
冶
に
沿
い
て
は
ル
プ
ラ
V
法
を
採

用
す
る
諸
舎
駐
は
も
は
や
利
潤
b

也
事
げ
て
Y
1
グ
白
生
産
を
つ
Y
け
る
と
と
は
不
可
能
と
怠
っ
た
。
糖
燕
O
生
産
方
法
白
下
k

h

4

け
る
過

剰
生
産
の
傾
向
と
、
有
利
た
新
生
産
方
法
の
採
用
は
と
の
企
業
に
告
げ
る
独
占
え
の
方
向
に
拍
車
窓
あ
た
え
た
と
と
は
い
ラ
ま
で
も
ゑ
い
。

も
っ
と
も
新
た
に
採
用
さ
れ
た
ア
シ
モ
畠
ア
・
ソ
ー
グ
法
は
ア
ル
カ
F
生
産
D
み
に
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
売
抗
刷
、
奮
製
法
に
よ
る

副
産
物
で
る
る
瞳
素
系
生
産
物
に
は
彰
響
が
た
か
っ
た
l
y
I
グ
事
業
に
烏
け
る
損
失
を
相
殺
す
る
た
め
に
は
、
副
産
物
に
恥
掛
け
る
独
占

組
織
を
結
成
…
す
あ
と
ど
が
唯
一
の
塗
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
売
。
と
ラ
し
先
目
的
ー
か
h
p
‘d
-
g
n
Z恒
例

M
V
O

一
喝
一
宏
一
言
8
0富
山
富
=
と
い
ラ
カ
ル

ノ



テ
ル
が
つ
く
ら
れ
た
。

と
、
で
は
生
産
及
び
債
格
の
統
制
が
訟
と
訟
わ
れ
た
。
ハ
期
問
一
八
九

O
年
ま
で
u
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
プ
ラ
ナ

1

・モ

V
ド
は
了
セ
ラ
事
業
を
蹟
張
し
、
一
八
八
四
年
に
は
資
本
金
を
一
五

O
高
ポ
v
t

ド
に
増
加
し
た
。
一
八
九

O
年
に
、
さ
き
の
カ
ル
テ

ル
ハ

E
g口伊宮崎

242凶

R
P
8
0
n富山
S
U
に
加
入
し
て
い
た
各
業
者
は
よ
り
安
定
し
た
組
織
を
形
成
す
る
今
ζ

と
が
必
要
で
あ
る
と
と
を
感

と
れ
に
包
含
さ
れ
た
の
は
大
館
五
一
一
世
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
合
同
ア
ル
カ

p
工
業
は
と
の
一
八
九

O
年

じ
、
合
同
を
決
議
し
た
。

に
出
来
上
っ
た
の
で
あ
る
。

プ
ラ
ナ

l
・
モ

V
ド
は
と
の
間
に
、
他
方
で
昌
ッ
ケ
ル
の
研
究
宣
伝
と
た
い
モ

V
ド
・
且
昨

J

ケ
ル
を
創
立
し
で
い
る
。

さ
き
に
ワ
く
ら
れ
た
五
一
一
肢
に
よ
る
新
し
い
濁
占
組
織
は
、
ソ
ー
ダ
及
び
瞳
伯
生
産
物
の
双
方
が
同
時
に
生
産
さ
れ
る
抑
制
生
産
方
法
が

鷲
見
さ
れ
て
か
ら
ハ
と
れ
が
も
D

と
も
成
功
L
て
い
た
の
は
後
に
プ
手
ナ

1
・
モ
ン
?
に
吸
収
さ
れ
た
の

g
g
o
T肉
色
5
『
で
あ
る
〉
敷
年
の
中
K
崩

壊
L
そ
う
に
見
え
た
。
と
の
新
し
い
濁
占
組
織

ο存
亡
を
か
け
た
た
?
か
い
は
、

一
方
で
ル
プ
ラ
シ
法
b
L
巌
棄
し
友
が
ら
、
還
に
新
し
い

生
産
方
法
に
轄
換
す
る
ま
で
、
大
器
一
九
一
六
年
ま
で
つ

Y
け
ら
れ
売
。

一
方
、
ブ
ラ
ナ

1
・モ

Y
ド
の
勢
力
と
宮
が
護
属
し
て
き
た
結
果
、
と
の
方
で
も
ア
ル
カ

p
生
産
者
の
吸
股
が
始
ま
っ
て
い
る

Q

プ
ラ

ナ
1
・
モ
シ
ド
政
プ
シ
モ
一
一
ア
・
ソ

1
グ
法
の
改
善
を
つ
ヲ
け
た
。
プ
ラ
ナ

1
・
モ
ン
ド
の
ア
ル
カ
ロ
製
造
業
者
吸
牧
の
た
め
の
努
力
は

(
一
)
さ
き
の
猫
占
組
織
の
漸
次
的
再
編
と
、
公
己

C
2
5
T欠
。
ロ
ロ

Z
E
0
3
a
z
E
g
n
y
た
よ
び
そ
の
他
の
業
者
が
こ
の
分
野
に
治
け

る
い
か
ゑ
る
濁
占
鰭
の
出
現
在
も
防
止
し
よ
う
と
し
た
結
果
、
念
速
に
は
進
捗
し
た
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
は
大

哩
こ
う
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ナ

l
・
モ
シ
ド
は
こ
の
間
に
内
部
的
た
設
展
一
に
専
念
し
た
が
、
や
が
ぜ
、
鞍
後
に
は
大
腸
た
他
企
業

の
吸
牧
政
策
を
と
り
始
め
、
多
数
。
企
業
を
そ
の
手
中
に
た
さ
め
る
に
至
っ
た
。
こ
の
中
で
も
、
と
く
に
の
同

a
s
t烈
己
目
白

2
ハ
苛
性
y
l

グ、

y
l
r
及
び
腹
帯
照
合
成
物
生
産
)
同
日
0
2
3』盟
g
n
r
g仏
国
吋
巴
ら

E
n
H
2
2
ハ
漂
白
粉
生
産
)
の
伊
銭
円
o
m
w
出
E
Z
〔
ア
ジ
モ
エ
ア
合
成
物
、
酸
類
、

イ
ギ
η
ノ
ス
に
お
サ
る
ル
知
事
工
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
玄

一一一九



s 

イ
ギ
F
ス
に
お
け
る
化
車
工
業
ト
ラ
ス
ト
ゆ
成
立

苛
性

y
l
r
、
硫
化
y
l
〆
、
堕
生
産
)
の
金
資
本
(
約
七
八

O
高
ポ
ン
ド
u
を
一
九
一
一
一
年
に
入
手
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
争
る
。

一一一一
O

さ
ら
に
、
ム
九
一
一
年
に
は
、
。
0
8回
向
。
治
L
r
m

び
の
3
A
F叩
E
に
あ
る
石
鹸
舎
散
を
手
に
入
れ
、
営
時
、
斯
界
K
な
い
で
支
配
カ
を
も

っ
て
い
た

E
F
2
2
w吉
田
=
の
有
力
及
封
立
4
4
と
た
っ
た
。

三
十
一
位
以
上
の
石
鹸
舎
一
粧
が
入
手
さ
れ
、
石
鹸
識
に
長
け
る
支
回
カ
は
む
し
る
プ
ラ
ナ

1
・
モ

γ
ド
の
手
に
掻
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
一
九

二
O
年
に
は
と
れ
ら

d
石
鹸
業
民
ゐ
け
る
プ
ラ
ナ

1
・モ

γ
ド
の
利
擢
は

t
F
Z
R
回

E即

Z

に
買
却
さ
れ
た
が
と
の
取
引
に
よ
れ

J

て
二
百

寓
ポ
シ
ド
の
利
盆
を
得
た
と
い
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
片
と
の
取
引
と
前
後
し
て

R
H
2
2
F
O釦
3

と
の
間
K
締
結
し
た
協
定
(
一
九
一
九

年
十
月
、
一
九
一
一
五
年
に
更
新
)
は
、

t
F
2
2
切
H
O
m
-
-
h
嗣
よ
び
そ
の
閥
係
舎
世
え
の
ヅ

1
ダ
友
の
濁
占
的
供
給
艦
慣
を
プ
ラ
ナ

l
・
モ
ン
ド
に

円
一
九
二
一

l
一
二
年
の
間
に
は
、
双
一
方
問
に
ア
ー
ル
協
完
成
立
〉
第
一
次
大
戦
中
に
、

奥
え
る
と
と
h

伝
っ
た

Q

?
」
の
場
合
に
、
関
係
合
舷
の
分
間
ナ
る
別
潤
の
五
。
%
以
上
が
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ

4
m
u
手
に
入
る
も
の
及
び
索
干
の
務
外
に

る
る
関
係
舎
肢
は
除
外
さ
れ
で
い
る
〉
と
の
協
定
の
成
立
に
よ
っ
て
プ
ラ
ナ

1
・モ

V
F
は
石
鹸
事
業
か
ら
手
を
引
く
事
と
注
ワ
売
が
、
斯
業

に
た
い
す
る
ツ

1
ダ
友
の
組
側
占
的
供
給
樺
盈
得
る
と
と
に
よ
っ
て
と
れ
に
た
い
す
る
支
配
カ
は
殆
ん
ど
減
少
し
た
い
と
と
が
分
る
の
で
あ

る。

一
九
二

O
年
に
は
新
舎
一
粧
を
設
立
し
、
ド

4
ツ
ザ
採
用
さ

れ
た
空
中
窒
素
閏
定
法
を
採
用
し
た
。
内
ζ

れ
は
合
成
ア
ン
モ
=
ア
生
産
に
宮
る
も
の
で
あ
る
が
、
戦
時
に
は
、
軍
隊
に
豊
富
な
火
薬
な
ら
び
に
ガ
ス

以
上
の
外
に
、
プ
ラ
ナ

1
・
モ

V
ド
は
人
浩
肥
料
製
造
に
も
手
を
延
「
ぽ
し
、

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
〉

こ
う
し
て
、

一
九
二
六
年
に

I
・
C
・

-D設
立
さ
れ
た
官
時
は
、
プ
ラ
ナ

1
・
モ

V
F
は
ア
ル
カ
リ
及
び
関
係
事
業
に
お
け
る
不
抜

の
地
位
を
も
ち
、
高
度
の
技
術
的
合
理
化
を
な
こ
危
う
と
と
も
に
、
戦
争
準
備
の
た
-
め
に
莫
大
た
資
産
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

プ
ラ
ナ

1
・モ

γ
ド
と
並
ん
で
ノ
ー
ベ
ル
工
業
合
一
位
ハ
そ
れ
は
全
部
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
大
部
分
は
火
家
生
産
に
従
事
し
て
い
る
関
係
舎
一
位

{ 



を
所
有
し
て
い
え
そ
の
事
業
部
門
は
火
薬
を
入
れ
て
六
部
門
に
及
ん
で
い
る
U

の
歴
史
ち
又
興
味
が
あ
る
。
と
く
に
そ
れ
が
も
っ
戦
時
に
訟
け
る

意
義
去
ら
び
に
、
園
際
的
関
連
に
沿
い
て
そ
う
で
あ
る

Q

と
の
後
の
黙
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
と
と
は
興
味
が
あ
る
。

『
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
議
明
者
ア
ル
プ
レ
ヲ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
は
、

南
ア
プ
ロ
カ
に
到
る
地
域
に
、

叉、

か
れ
の
工
場
を
世
界
の
い
た
る
庭
げ
件
、

白
木
か
ら
南
ア
メ
リ
カ
に
到
る
地
域
に
沿
い
て
い
る
。

つ
ま
h
y

、
ス
エ

1
デ
シ
か
ら

と
れ
ら
の
分
散
し
て
い
る
諸
関
係
企
業

は、

J
4
0宮
田
口
百

5
5
3
5
H
E
S宮
口
句
、
|
|
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
た
ら
び
に
イ
ギ

p
ス
の
諸
舎
駐
在
結
合
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

1
1
4
.
t
m
o
己
主
C
E
s
-
-
o
gロ
Ez--
ー
ー
と
れ
ば
、
ブ
ラ
シ
ス
、
ス
エ

1デ
〈

イ

グ

p
l
、
ス
ベ
イ
シ
、

ι
お
よ
び
南
ア

メ
p
カ
に
あ
る
諸
舎
粧
を
結
合
し
て
い
る
。
ー
ー
と
い
う
こ
つ
の
豆
大
ト
ラ
ス
ト
に
集
中
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
と
れ
ら
二
つ
の
ト
ラ

ス
ト
の
重
佼
舎
は
主
と
し
て
ブ
ラ

V

ス
入
、
イ
ギ
ロ
ス
人
命
よ
び
ド
イ
ツ
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
関
係
各
園
は
、
と
れ
ら
の
重

役
中
に
そ
の
園
の
園
民
の
一
人
を
参
加
さ
せ
て
い
旬
。
。
』
と
。

門

誌

〉

刷
出
向
。

-VHonzg仏
国
宮
山
間

r
g
z冨
O
H
n
E
5
0同

u
s
p・

-
3
U
4・
同

Y
E
N
-
(
邦
露
、
『
世
界
兵
器
工
場
物
語
』
改
造
枇
)

ノ
ー
ベ
ル
工
業
舎
祉
は
、
有
名
訟
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
鷲
明
者
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
に
よ
っ
て
一
八
七
一
年
に
資
本
金
二
四
寓
ポ

V
H
「
を
以
て
、
爆
薬
物
生
産
の
た
め
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(
一
八
八
六
年
に
設
立
さ
れ
た
ノ
ー
ベ
ル
・
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
・
ト
ラ
ス
ト
の
中
に

合
ま
れ
る
〉
元
来
、
イ
ギ

p
ス
に
た
け
る
火
薬
工
業
V

い
な
い
て
は
、
第
一
潟
大
鞍
前
か
ら
漏
占
の
傾
向
が
顕
著
で
、
職
時
中
政
府
の
承
認
の

{
詫
一
}

下
に
と
の
扶
態
が
維
持
さ
れ
た
。
(
そ
の
主
た
る
目
的
は
、
戦
時
目
的
達
成
の
た
あ
の
生
産
槌
カ
の
智
頭
)
と
の
火
築
工
業
に
た
い
て
中
心
と
な
っ

て
い
た
の
は
ノ
ー
ベ
ル
・
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
・
ト
ラ
ス
ト
で
あ
っ
た

Q

職
前
に
は
、
ド
イ
ツ
危
ら
び
に
イ
ギ

P
ス
の
生
産
者
は
、
他
の
軍
需

(
詫
=
)

品

ρ
場
合
に
烏
げ
る
と
同
様
に
、
火
薬
生
産
の
分
野
に
沿
い
て
も
互
に
提
携
し
て
す
、
ー
ん
で
い
た
が
、
ノ
ー
ベ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
は
と
の
分

野
に
や
け
る
協
定
に
た
い
て
は
外
部
に
た
い
す
る
代
表
者
の
地
位
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

イ
ギ
F
ス
に
お
け
る
化
祭
工
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
立

一一一一一



イ
ギ

B
ス
に
お
け
る
化
革
工
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
立

一一一一一

ハ
設
一
〉

第
一
次
大
較
の
勃
設
営
初
に
お
い
て
は
事
情
は
h
T
L

異
っ
て
い
た
。
戦
争
勃
畿
に
よ
る
事
情
の
愛
化
と
、
政
府
統
制
下
に
お
げ
る
個
々
の
会

砥
の
潟
自
的
活
動
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
生
産
能
力
槍
強
の
た
の
に
は
、
令
閉
が
の
ぞ
ま
し
い
こ
と
が
痛
感
き
れ
、
ヰ
〈
も
一
九
一
六
年
に
は
、
爆

薬
坐
彦
舎
一
枇
の
指
導
者
遣
は
合
同
の
方
向
に
一
歩
を
ナ
L

め
た
。

門
誌
二
)

イ
ギ
η
ノ
ス
お
よ
び
ド
イ
ヅ
の
生
産
者
の
問
に
は
別
盆
を
プ
ー
ル
す
る
協
定
が
存
在
し
て
お
盟
、
と
れ
ば
大
裁
の
勃
畿
L
た
一
九
一
周
年
ま
で

つ
H

ふ
い
て
い
た
。

戦
前
か
ら
の
火
薬
工
業
に
む
け
る
満
点
的
傾
向
は
、

一
九
一
八
年
十
一
月
。
休
戦
直
穫
に
な
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
舎
枇
を
何

等
か
の
形
で
包
含
し
℃
い
売
。
営
時
イ
ギ

F
ス
の
一
新
聞
は
と
れ
に
た
い
し
て
、
そ
の
目
的
は
、
浪
費
を
除
く
と
と
も
に
、
治
大
た
間
接
、

費
を
節
約
し
、
同
時
に
能
率
の
増
進
と
、
牧
盆
力
の
増
加
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。

第
一
次
大
鞍
の
終
了
直
後
(
一
九
{
八
年
〉
に
、
ノ
ー
ベ
ル
・
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
・
ト
ラ
ス
ト
は
政
府
白
昼
認
に
主

D
、
ノ
ー
ベ
ル
工
業
合
世

と
し
て
名
義
鐙
更
を
治
こ
ゑ
い
、
再
組
織
を
し
た
が
、
こ
の
時
間
企
議
は
、
火
薬
、
そ
の
他
爆
琵
物
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
附
麗
品
ハ
ア
品

1
ズ

社
守
)
軍
需
品
等
々
の
各
部
門
に
な
い
て
二
十
九
の
子
合
同
一
献
を
包
含
し
『
全
く
濁
占
的
と
い
わ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
地
位
』
を
保
有
し
て
い

期
戦
争
終
了
後
は
、
政
府
工
場
を
除
い
て
は
円

ζ
t
g時
ほ
と
ん
ど
重
要
性
は
な
い
〉
・
重
要
た
濁
立
企
業
は
イ
ギ
リ
ス
の
園
内
に
は
存

在
し
た
か
っ
た
と
さ
え
見
ら
れ
る
。
し
か
も
、
ノ
ー
ベ
ル
の
調
占
に
封
抗
し
て
、
と
れ
に
封
立
す
る
舎
一
世
が
創
設
さ
れ
る
可
能
控
除
殆
ん

き
な
く
、
又
、
外
閤
合
同
世
も
イ
ギ
ヲ
ス
圏
内
に
別
舎
駐
を
新
設
ず
る
こ
と
も
事
業
の
性
質
上
、
政
府
の
厳
重
注
監
替
が
tu
る
た
め
不
可
能

忙
近
か
ワ
た

Q

(
註
)

一
九
一
二
年
に

r

ノ
ー
ベ
ル
工
業
合
祇
に
つ
い
て
お
乙
な
っ
た
政
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
ノ
ー
ペ
ル
エ
業
は
イ
ギ

F
ス
に
お
げ
る
火
薬
工
業
マ
は

溺
占
的
地
位
を
占
め
、
セ

O
以
上
の
爆
薬
そ
の
他
の
生
産
食
枇
に
た
い
し
て
支
配
力
を
も
っ
て
い
る
と
の
べ
て
い
V

る。

円

と

り

関

l
イ
ギ

F
ス

i
に

h

叩
け
る
金
爆
薬
企
法
令
一
院
は
比
較
的
小
規
模
の
一
千
合
一
同
走
。
ぞ
い
て
、
ノ
ー
ベ
ル
工
業
舎
紙
の
交
配
下
に
一
の
グ
ル
ー
プ
を
形
遣
づ
て
い
る
。
イ
ギ

¥ 



-HAZ
回
日
間
V
肘
毎
日
。
回
目
〈
曲
目
凶

ag皆
吉
田

on富
山

g
u
寸

Z
E
p
q
同
名
目
。
白
山

4
2
虫
色
。

hgs口同
開
仲
間

g
u
寸
-
H
O

Eon耳目
nuogsmw件
。
同
町

z
g
寸
同
邑
骨
〉
曲

g
a
E
E
S
U司

HA開
戸
時
間
O
同
盟
m
H
H
曲
目
〉
回
目
。

nM丘町
C
ロ
・
と
い
う
四
つ
の
給
合
艦
が
あ
る
。
:
:
:
』
と
同
報

告
警
は
の
J
R

、
き
る
に
、
図
家
の
『
間
断
た
い
、

L
か
も
有
数
な
監
説
』
の
下
に
ノ
ー
ベ
ル
潟
占
組
織
の
活
動
が
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
と
を
勧

告
し
て
い
る
。

S
-
E
5
5
2
2
H
2
2
5民
S回

目

。

o
s
v
g
g
g
冨
色
四
百

H
E
z
a号
、
同

y
N
M
M
4
3
白

F
ス
の
火
築
工
業
に
は
、

戦
後
の
ノ
ー
ベ
ル
ヱ
業
は
釘
、
パ
イ
プ
、

エ
V
ヂ
V
等
の
虞
汎
た
金
属
工
業
を
そ
の
支
臨
網
の
中
に
引
き
入
れ
、
さ
ら
に
ガ
ス
・
マ

V

ト
ル
、
模
浩
皮
、
自
動
車
部
分
品
、
自
轄
車
工
業
ま
で
も
そ
の
中
に
引
き
入
れ
て
い
る
。

ノ
ー
ベ
ル
工
業
が
圏
内
の
み
法
ら
争
、
海
外
に
烏
い
て
も
、
債
汎
た
活
動
b
L

行
っ
て
い
る
と
と
は
さ
き
に
の
べ
た
語
b
で
あ
る
が
‘
た

治
岩
子
附
加
し
て
訟
と
う
。
全
世
は
、

プ
メ
ロ
ヵ
、
カ
ナ
グ
、
南
ア
メ

p
カ
で
は
、

デ

ユ

ポ

V

〔
ア
メ
F
カ
U

と
密
接
に
関
係
し
‘

九

ご
四
年
に
は
、
南
ア
メ

p
カ
で
工
業
用
火
薬
の
生
産
を
治
と
た
う
た
め
と
の
地
域
に
や
け
る
大
規
模
た
企
業
の
合
同
を
行
沿
う
と
し
て
い

る
ω

又
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
ラ
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ゐ
内
で
も
各
国
の
火
薬
工
業
と
密
接
た
関
係
を
つ
Y
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
そ

れ
以
上
に
重
要
た
貼
は
、
奮
パ
ル
カ
u
t

諸
閣
の
軍
隊
と
ノ
ー
ベ
ル
と
を
密
接
に
結
び
つ
け
る
と
と
で
あ
っ
た

Q
s

又
、
第
一
次
大
戦
後
に
は

ド
イ
ツ
と
の
聞
の
古
い
関
係
を
再
建
し
よ
う
と
努
力
し
た
が
、
そ
の
後
イ

1
・
グ

1
グ
ル
ー
プ
内
の
企
業
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

h
w

そ
ら

く
と
れ
に
よ
っ
て
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
出
現
後
に
沿
い
て
、
ド
イ

γ
で
念
速
に
た
と
た
わ
れ
た
再
軍
備
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
莫
大
た
利
潤
の
分

配
を

F

つ
け
て
い
た
で
あ
る
ラ
と
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
と
と
で
あ
る
。

(

四

)

I
・
C
・
-
の
活
動
範
圏
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

I
.・
c-
ー
は
す
で
に
の
ベ
仕
上
ラ
に
た
ゐ
に
北
撃
工
業
部
門
だ
け
で
は
訟
い
。
そ
の

イ
ギ

E
ス
に
お
げ
る
化
血
中
工
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
立

一一一一一一一



イ
ギ
9

ス
に
お
け
る
化
率
工
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
立

凶

p

支
配
下
に
あ
る
各
関
係
舎
粧
を
遇
巴
て
化
皐
ヱ
業
以
外
の
多
〈
の
製
品
に
か
ん
し
て
も
支
臨
し
て
W
る
。
銅
治
よ
び
て
ノ
ケ
ル
の
製
錬
業

電
力
に
た
い
す
る
必
需
品
の
供
給
、
電
機
工
業
、
強
度
鋼
に
も
た
よ
び
軍
需
工
業
を
支
即
し
て
い
る
と
い
わ
れ
弓
イ
ギ
P
ス
k
b
け
る

、
自
動
車
附
属
口
聞
の
最
大
製
浩
業
者
に
た
い
し
て
大
き
た
支
即
力
を
も
っ
と
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
イ
ギ
ー
リ
ス
の
炭
醸
が
生
産
す
る
無
煙
炭

の
約
四
分
の
三
を
包
含
す
る
互
大
抵
結
合
躍
と
も
結
ん
で
い
る
。

一
方
、
天
然
ガ
ス

T

V
ト
ル
、
合
成
皮
革
に
つ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
k
h
w

z
v
ジ

V
冷
却
器
、
綿
火
薬
、
染
料
、
自
動
車
附
属
品
ハ
ラ
ジ

=
1
タ

1
等
)

肥
料
、
染
料
、
重
佑
皐
製
品
、
各
種
火
薬
、
殺
晶
剤
、
非
鎮
金
属
、
パ
ラ
フ
イ
V
等
の
分
野
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
と
れ
ら
の
種

け
る

E
大
注
生
産
者
で
あ
h

ヘ
セ
ル
ロ

1
ズ
‘
ベ
イ
V
ト、

k

の
製
品
は
イ
ギ
P
ス
内
む
い
た
る
慮
に
ち
る
多
設
の
ヱ
場
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。

I
・
C
・
-
は
決
し
て
設
立
営
初
の
規
模
で
は
満
足
し
て
い
泣
か
っ
た
。
そ
の
希
望
す
る
鹿
除
、
あ
ら
ゆ
る
化
皐
工
場
部

I
・
C
・
-

に
・
上
っ
て
統
制
さ
れ
、
必
要
た
原
料
は
I
・
C
・
-
K
上
っ
て
利
用
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
化
車
工
業
、
非
鎮
金
属
工
業
の
副
産
物
は
I
，
c・‘

ー
に
よ
っ
て
白
み
利
用
さ
れ
る
と
と
を
望
ん
だ
。
そ
の
た
め
I
♂
C
・
ー
は
創
立
直
後
か
ら
工
場
を
買
牧
し
)
編
成
替
え
を
烏
と
た
い
、

と
れ
を
白
日
の
組
織
の
中
に
組
入
れ
る
と
と
を
忘
れ
猿
か
っ
た
。
と
う
し
て
例
え
ば
、

I
・
C
・
-
は
入
選
肥
料
の
生
産
を
程
服
し
よ
う

と
し
て
ス
詰
ヅ
ト
ラ
V
ド
に
進
出
を
試
み
て
い
る
。
要
す
る
に

I
・
C
・
-
は
一
英
闘
に
沿
い
て
も
っ
と
も
進
歩
し
た
、
そ
し
て
又
、
も
つ

と
も
虞
汎
た
分
野
に
亙
る
資
本
主
義
的
企
業
組
織
で
あ
っ
た
と
い
ラ
と
と
が
で
き
あ
の
で
あ
る
。

I
・
C
・
-
は
そ
の
創
立
の
営
初
か
ら
活
動
範
園
は
き
わ
あ
て
賢
汎
及
産
業
分
野
に
及
ん
で
沿

b
、
し
か
も
そ
の
後
も
依
然
と
し
て
そ

の
活
動
範
圏
を
損
げ
て
い
る
た
め
、
子
舎
枇
と
の
関
係
を
さ
ぐ
b
出
し
て
ゆ
く
と
と
自
鰻
が
一
の
迷
路
に
入
り
込
む
よ
う
に
さ
え
み
え
る
。

予
舎
駐
に
子
舎
粧
が
つ
け
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
と
れ
ら
の
子
舎
粧
が
そ
の
下
に
附
加
さ
れ
る
。

一
・
方
、
株
式
所
有
と
い
ラ
一
の
結
合
帯
が
、

と
れ
ら
の
舎
枇
K
密
接
に
関
連
す
る
多
く
の
重
役
を
む
す
び
つ
け
て
い
る
。
そ
の
上
、
園
際
的
諮
関
係

1
i海
外
の
濁
占
組
織
と
の
資
本



的
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
は
又
、
債
格
、
生
産
、
田
給
等
の
諾
協
定
を
通
じ

l
ー
が
さ
ら
に
事
情
を
複
雑
に
し
て
い
る
。

と
、
〉
で
は
こ
う
し

た
閥
係
に
つ
い
て
き
わ
め
て
簡
単
な
ス
ケ
ヅ
ヂ
を
し
て
み
上
う
ο

I
・
C
・
-
の
内
部
的
左
中
央
機
構
を
み
る
と
き
わ
め
て
簡
単
で
あ
る
。

イ
ギ
ロ
ス
に
h

掛
け
る
I
・
C
-
I
の
主
要
伝
子
舎
一
位
は
八
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
り
各
K

の
グ
ル
ー
プ
は
で
き
る
か
ぎ
り
同
一
又
は
類
似
の
商
品
を
生
産
す
る
舎
泣
か
ら
成
っ
て
い

る
Q

と
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
ア
ル
カ
リ
、
一
般
化
堕
薬
品
、
石
次
、
爆
裂
物
、
金
田
園
、
肥
料
た
よ
び
合
成
物
に
そ
れ
ん
¥
分
れ
て
い
る
。

各
グ
ル
ー
プ
と
も
に
そ
れ
ん
¥
そ
の
グ
ル
ー
プ
携
営
の
業
務
執
行
の
役
員
を
も
ち
、
と
れ
は
一
般
に
そ
れ

λ
¥の
専
問
家
門
技
術
者
を
合
h
u
u

か
ら
成
っ
て
い
る

Q

と
う
し
た
各
グ
ル
ー
プ
の
執
行
役
員
中
か
ら
え
ら
び
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
が

I
・
C
・
-
の
木
駐
に
集
ま
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
中
央
執
行
委
員
舎
が
形
成
さ
れ
、
主
結
合
轄
の
活
動
に
つ
い
て
の
共
同
的
友
達
結
の
役
割
を
呆

L
て
い
る
。

と
う
し
た
子
合
同
世
の
グ
ル
ー
プ
中
で
最
大
の
も
の
は
、
害
プ
ラ
ナ

I
・モ

y
y
系
の
諸
事
業
を
代
表
す
る
も
の
で
汽
資
本
金
一
、
同
一

δ

官
同
ポ
ン
刊
F

)

、
乙
の
ア
ル
カ

p
・
グ
ル
ー
プ
中
に
は

I
・
C
・
-
の
金
結
合
鰻
に
た
い
す
る
も
っ
と
も
有
力
な
原
料
生
産
を
含
ん
で
い
る

Q

こ
れ
は
政
府
か
ら
期
間
九
十
九
カ
年
の
借
地
権
を
得
〈
ζ

れ
の
重
佼
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ

D
任
命
さ
れ
て
い
た
〉
‘
英
園
領
三
四
八
平
方
哩
開

拓
の
耀
利
を

5
け
て
い
る
。

と
の
中
に
は
世
界
最
大
の

y
I
グ
貯
蔵
地
域
を
含
ん
で
い
る
。
爆
獲
物
関
係
の
グ
ル
ー
プ
ハ
資
本
金
五
O
O
蔦

ポ
ン
ド
)
の
中
に
豆
大
ゑ
奮
ノ
ー
ベ
ル
の
関
係
舎
祉
が
含
ま
れ
て
い
る

Q

こ
れ
ら

O
舎
駐
は
全
イ
ギ
P
ス
に
わ
た
っ
で
績
が
り
、
軍
需
品
そ

の
他
の
工
業
生
産
物
の
含
粧
を
含
ん
で
い
る
。

と
の
中
で
]
爆
裂
物
工
場
は
ス
司
時
ノ
ト
ラ
ン
ド
の
西
部
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
円
こ
れ
は

一
九
三
三
年
に
は
、
奮
ノ
ー
ベ
ル
の
生
産

営
初
は
、
大
陸
か
ら
の
空
中
攻
撃
か
b
か
な
D
離
れ
て
い
る
と
い
，
ヮ
考
慮
に
基
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
)

ず
る
爆
援
物
中
の
九

O
%は
工
業
用
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
官
時
イ
ギ
η
ノ
ス
は
勿
論
、
世
界

ο強
圏
仲
い
い
づ
れ
も
恐
慌

ο

ど
ん
底
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
世
界
が
平
和
で

b
っ
た
と
い
ろ
客
観
的
世
帯
賓
が
と
れ
を
も
?
と
も
立
慌
に
詰
明
じ
て
い
る
。
ハ
あ
る
論

イ
ギ
ル
ス
に
お
け
る
化
態
エ
業
ト
ラ
ス
ト
の
減
泣

ヨ王



イ
ギ
ル
ス
に
お
け
る
化
率
工
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
立

一一一二ハ

者
は
、
と
の
事
貿
ζ

そ
首
相
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
よ
習
も
も
っ
と
立
派
に
奉
安
を
澄
明
ナ
る
も
の
で
る
る
と
皮
肉
つ
C
い
る
o
)

品
?
ケ
ル
以
外
の
井
鎮
金
属
は
資
本
金
五

O
O寓
ポ
v
d

ド
左
有
す
る
別
の
金
属
関
係
の
グ
ル
ー
プ
に
麗
し

7
奮
ノ
ー
ベ
ル
の
金
属
関
係

事
業
に
、
さ
ら
に
銅
た
ら
び
に
金
麗
使
用
の
工
場
を
附
加
し
た
。

と
の
中
心
に
は
飛
行
機
附
属
品
、
自
轄
革
製
浩
部
門
を
含
ん
で
い
る
。

と
、
で
も
合
理
化
と
溺
占
の
原
則
が
誼
用
さ
れ
て
い
る
。
開
料

及
び
合
成
生
産
物
の
グ
ル
ー
プ
ば
世
界
に
K
M

け
る
最
大
の
人
遁
肥
料
の
生
産
者
で
あ
る
。
そ
し
て
と
れ
ば
、
将
来
の
佑
皐
鞍
の
間
的
の
た

人
法
肥
料
識
は

I
・
C
-
ー
に
沿
い
て
重
要
伝
地
位
を
し
め
て
い
る
。

め
に
は
I
・
C
・
-
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
最
初
か
ら
一
言
わ
れ
て
い
た
Q
I
・
C
・
-
の
組
識
の
他
の
郁
分
で
み
ら
れ
る
と

同
様
に
、
と

3
で
も
、
臨
瞬
時
佑
車
工
業
の
捨
営
者
と
し
て
の

I
・
C
・
-
と
、
そ
り
生
産
物
の
使
用
者
と
し
て
の
政
府
と
の
特
接
私
仏
関
係
は

明
尚
た
姿
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
と
の
結
び
付
き
り
余
b
に
密
接
た
と
と
忙
た
い
し
て
、
『
時
に
は
若
干
の
恥
し
さ
を
感
じ
る
場
合

一
九
二

O
年
に
奮
ノ
ー
ベ
ル
舎
粧
が
政
府
か
ら
立
大
抵
鞍
時
の
生
産
設
備
を
買

が
あ
る
』
と
い
う
酷
評
さ
え
注
さ
れ
て
い
る
程
で
あ
る

Q

股
L
た
。
す
べ
て
の
戦
時
の
経
験
、
ド
イ
ツ
の
技
術
、
ド
イ
ツ
の
鞍
時
の
経
験
に
か
ん
す
る
知
識
、
特
許
に
た
い
す
る
制
約
等
の
全
都
を

合
成
プ
)

J

モ
一
一
ア
の
生
産
に
誼
用
し
た
。
石
炭
は
グ
ル
ハ
ム
か
ら
、
勢
働
者
は
莫
犬
た
敢
に
上
る
失
業
4
4
0
・
中
か
ら
得
売
。
そ
し
て
申
尋
問

家
は

I
・
C
・
-
-
の
組
織
忙
結
び
つ
く
と
と
に
よ
っ
て
容
易
に
得
る
と
と
が
で
き
た
。
と
の
場
合
に
た
ヨ
一
つ
.
訣
け
る
も
の
が
あ
っ
た
と

一
九
二
五
年
に
年
五
分
の
利
子

い
わ
れ
た
。
そ
れ
は
低
金
利
の
資
本
で
あ
っ
た

Q

政
府
は
と
れ
に
関
係
す
る
親
切
さ
は
忘
れ
去
か
っ
た
υ

で
こ

0
0寓
酵
の
世
債
を
護
行
L
た
が
、
そ
の
時
、
政
府
一
は
年
k

の
利
子
の
保
設
を

L
た
の
・
み
た
ら
や

J

、
金
資
本
の
償
還
に
つ
い
て
も
保

設
し
た
。
普
通
な
ら
ば
識
し
も
1
1
1
仮
b
w仏
首
相
で
あ
っ
て
も

!
lイ
ギ
リ
ス
政
府
除
草
怠
る
肥
剰
と
い
う
よ
ろ
注
商
品
門
し
か
も
営
時
ず

で
に
世
界
は
と
の
商
品
に
つ
い
て
間
も
な
く
生
産
渇
剰
に
悩
む
に
ち
が
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
が
)

の
生
産
に
礎
事
ず
る
合
駐
伊
件
、
た
い
し
て
上
。

様
た
親
切
心
を
も
つ
も
の
と
は
考
え
泣
か
っ
た
。



と
と
る
が
、
と
う
し
た
政
府
の
保
詮
を
得
て
盟
国
に
怒
り
、
原
料
ゑ
ら
び
に
副
産
物
の
鹿
八
討
を
よ
り
完
全
ゑ
ら
し
め
る
た
め
に
、
さ
ら

に
地
方
の
若
干
の
ヱ
場
の
買
肢
を
詩
み
て
い
る
。
政
府
と
の
間
の
こ
う
し
た
結
び
つ
き
を
説
明
す
あ
の
は
、
た
Y

『
つ
ぎ
の
鞍
争
へ
の
準

備
』
と
い
ラ
と
と
で
あ
る
。

と
う
見
る
と
問
題
は
き
わ
め
て
簡
単

ι

に
解
答
が
る
た
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
肥
料
訟
よ
び
合
成
物
の

補
助
舎
祉
と
し
て

E
大
た
設
備
を
設
け
た

Q

し
か
し
、

と
の
設
和
闘
の
目
的
一
は
石
炭
か
ら
石
油
を
得
ょ
う
と
い
う
黙
に
あ
っ
た
。

と
の
黙
に

つ
い
て
や
〉
長
い
つ
ぎ
の
説
明
b
L
4
き
い
て
み
よ
う
。

『
こ
の
設
備
は
一
五

O
寓
ポ
ン
ド
を
要
費
し
た
α

(
こ
れ
が
)
完
成
の
践
に
は
、
そ
れ
が
敷
百
高
ト

V
の
石
茨
を
費
し
て
、
年
K

一
O

と
れ
に
よ
れ

J

て
千
人
の
坑
夫
が
職
、
注
得
る
見
込
で
あ
る
、

と
い
干
つ
の
が
首
脳
者
の
話
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
話
は
少
k

横
遣
に
入
る
が
銅
銭
製
の
時
開
設
備
に
た
い
す
る
注
文
は
ヴ
ィ
ツ
カ

1
ス
の
平

高
ト
シ
の
控
拍
と
若
干
の
ガ
ソ

P
V
を
製
超
す
る
と
と
〉
た
る
筈
で
あ
る

Q

和
時
に
弘
掛
け
る
洗
滞
期
を
充
分
に
一
束
h
y
明
ら
せ
る
で
あ
る
ラ

Q

と
の
た
め
に
は
又
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
少
く
と
も
四
年
卒
の
聞
は
輸
入

ガ
ソ

p
v
一
ガ
ロ

V

八
ベ

V

ス
の
現
行
枕
を
確
保
し
、
叉
、
吉
岡
産
ガ
ソ
り
ン
に
た
い
し
て
は
出
来
得
れ
ば
十
年
の
間
一
ガ
官
シ
に
つ

専
門
」
少
く
と
も
四
ペ
シ
ス
の
奨
働
金
を
下
附
し
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
筈
で
あ
る

Q

と
う
し
た
事
貨
は
納
税
者
か
ら
素
敵
ゑ
補
助
を
奥
え
る

赤
裸
k

た
詮
擦
で
あ
る
。
年
k

、
イ
ギ
ロ
フ
ス
が
輸
入
す
る
と
と
る
の
一
一
一
五

O
寓
ト
シ
の
ガ
y

p

V
が
一
ガ

P

V
に
つ
き
一
ニ
ベ
シ
ス
の
費

用
を
市
ー
す
る
か
ら
、
ノ
ー
ベ
ル
へ
の
奨
融
金
は
毎
年
の
橡
算
に
た
い
し
て
百
高
ポ
V
ド
の
損
夫
を
奥
え
る
こ
と
、
放
る

Q

換
言
す
れ
ば
、

間
労
働
許
は
年
K

乙
の

E
大
な
資
本
家
的
結
合
轄
に
百
高
ポ
V
ド
左
献
金
し
て
い
る
の
で
あ
る

Q

し
た
が
の

J

て
、
と
の
口

γγ

エ
ル

Y
位

原
油
生
産
の
二
倍
牟
の
費
用
で
石
油
を
製
浩
す
る
と
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
金
融
的
に
は
結
局
拡
非
常
に
燕
駄
た
費
用
を
要
す
る
ら
し

い
立
波
及
投
機
で
あ

b
、
政
治
的
に
は
軍
需
工
業
へ
の
大
衆
的
一
献
金
で
る
る
:
:
:
。
そ
し
て
事
費
は
と
う
だ
べ
と
の
目
的
は
、
臨
戦
時
に

ゐ
け
る
石
油
の
製
遺
伝
よ
び
供
給
に
あ
る
と
と
は
全
く
明
ら
か
で
あ
る
。
叉
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
た
よ
ぴ
空
軍
に
た
い
し
て
ア
メ
ロ
カ

イ
ギ

E
ス
に
お
け
る
化
務
ヱ
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
泣

一
三
七

L 



イ
ギ
u
p

ス
に
お
け
る
化
卒
ヱ
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
立

一一一一八

及
、
び
ヴ
エ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
の
供
給
を
絶
ち
も
あ
る
い
は
、
日
本
が
蘭
領
来
印
度
を
政
略
し
、
又
は
、
欧
洲
O
新
興
国
が
結
合
し
て
ル

1

マ
=
ア
治
上
び
ア
ジ
グ
官
・
ベ
ル
シ
ヤ
の
グ
ン
ヵ
ー
が
通
過
す
る
地
中
海
の
航
路
を
給
び
や
か
し
た
場
合
に
、
燃
料
を
供
給
す
る
こ
と

が
目
的
だ
。
:
:
:
』

と
れ
ま
で
の
べ
て
き
た
鹿
は

I
・
C
・
-
の
ほ
ん
の
内
部
事
情
の
一
端
に
趨
ぎ
危
い
。

L
か
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
も
今
日
の
濁
占
資
本

の
も
つ
特
質
と
い
ラ
よ
ろ
訟
も
り
〉
一
端
が
多
少
は
明
白
に
さ
れ
て
い
る

Q

I
・
C
・
-
の
活
動
分
野
は
ず
で
に
の
べ
た
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
園
境
を
越
え
て
間
際
的
に
護
展
し
て
い
る

Q

高
度
の
技
術
と
、
多
年

の
忍
耐
は
I
・
C
・
-
自
身
b
L

間
際
的
勢
力
た
ら
し
め
た
。
規
模
の
大
小
は
別
と
し
て
、
そ
れ
は
濁
占
資
本
の
も
つ
金
武
器
を
有
利
注
目

的
に
む
け
て
い
る
。
投
資
、
協
定
、
補
助
金
等
て
こ
れ
ら
が
つ
を
か
ら
つ
ぎ
え
と
I
・
C
・
-
の
民
的
議
行
に
役
立
っ
た
の
で
る
る
。

I
・

e-の
園
際
的
升
野
に
な
け
る
活
動
そ
っ

g
の
工
ラ
に
一
論
者
が
の
べ
て
い
る
。

『
ユ
一
一
オ
)
J

グ
ャ
ツ
ク
旗
の
下
に
、
カ
ナ
グ
、
南
ア
ア
内
ソ
カ
、
譲
削
に
黄
金
b
L

つ
ぎ
こ
ん
だ

Q

又
‘
ア
メ
η
ソ
カ
で
は
星
僚
旗
の
下
で
、

新
興
産
業
部
門
に
な
け
る
大
た
る
分
野
i
l
i自
動
車
、
化
問
干
及
び
人
浩
絹
鵜
に
た
い
し
て
掌
握
の
野
心
の
魔
手
の
ぼ
し
た

Q

ス
ペ
イ
V

、

ア
ル
ゼ
)
J

チ
V
、
プ
ラ
グ
ル
で
は
、
今
日
、
こ
の

I
・
C
・
-
が
大
兵
器
工
場
と
し
て
の
活
劫
性
註
も
っ
て
い
る
と
と
を
知
っ
た
口
世

界
中
、
い
づ
れ
の
闘
を
訪
れ
て
も
、
と
の

I
・
C
・
-
が
投
資
し
、
製
品
在
版
賓
し
、
さ
も
な
け
れ
ぽ
何
等
か
の
開
拓
に
従
事
し
伝
い

闘
は
一
も
見
営
ら
怠
い
Q
:
:
:
ヂ
ナ
グ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
県
ア
プ
ロ
ヵ
、
接
洲
、

一一ュ

1
4
V
一ブ

γ
ド
で
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
白
勢
働
者
乞

使
用
し
て
い
る
o

・e
・
-
:
今
日
‘
こ
の
猫
占
韓
あ
る
い
は
と
り
濁
占
韓
の
一
部
分
を
形
遣
る
外
国
の
生
産
組
織
が
重
大
な
利
害
関
係
を
も

う
て
い
る
魔
は
カ
ナ
ダ
、
譲
別
、
北
米
沿
よ
び
南
ア
フ

p
カ
で
あ
る
。
未
だ
、
そ
れ
は
印
度
な
よ
び
中
園
で
は
低
賃
銀
勢
働
の
立
大
た

I
・
C
・
-
の
幻
診
が
趨
束
に
給
け
る
賞
金
の
原
野
佐
震
捕
さ
せ
る
の
は
い
つ
の
と
と
で
怠
ろ
う
か
ο

源
を
確
保
し
て
い
泣
か
っ
た

Q



』
と
。

る
と
、 I

・
C
・
-
は
数
多
く
の
子
舎
祉
の
外
に
、
多
数
の
関
係
曾
祉
に
沿
い
て
は
、
大
株
主
と
た
っ
て
い
る
リ
そ
の
代
表
的
訟
も
の
を
あ
げ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

I
・
C
・
-
.
-
て
一

1
ジ
ラ

γ
ド
I
・
C
・
-
、

ア
メ
リ
カ
の
プ
ラ
イ
ド
・
ケ
ミ
カ
ル
、

カ
ナ
グ
工
業
命
回
世

ハζ
L

で
は
」
ア
午
ポ
ン
も
ま
た
大
株
主
で
あ
る
可
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ

1
グ
1
ズ、

I
・
G
・
染
料
、
イ
V
グ
1

占，

J
Y
a

ナ
ル
・

-3
・
グ
ル
、
ア
フ

ηJ
カ
火
薬
工
業

〔
と

L

で
は
I
・

C
・
-
は
り
冊
目
宮
崎
国
内
U
C
ロ目色町内同開
2
0円
四
守
口
口
O
副

F丘一-

と
共
同
で
支
障

L
て
い
る
U

等
が
あ
る

Q

全
党
、

ア
ル
ゼ

V
チ

V
に
た
け
る

I
・
C
-
I
の
関
係
合
祉
は
一
九
一
一
二
ニ

l
四
年
に
デ
ュ
ポ
シ
の
そ
れ
と
合
同
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

Q

I
・
C
・
-
の
海
外
に
た
け
る
活
動
中
、
と
と
に
注
目
さ
れ
る
の
は
カ
ナ
グ
な
よ
び
ア
メ

p
カ
で
あ
る
。

カ
ナ
ダ
に
た
け
る
閥
係
舎
祉
は
さ
き
に
の
べ
た
の

g
邑
Z
H
H
E
g
z
g
w
p
a・
で
あ
る
一
以
と
の
舎
祉
は
、
カ
ナ
ダ
の
化
臨
一
士
業
お
よ
び

と
れ
と
関
係
す
る
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
粧
の
親
舎
一
世
が
母
閣
に
た
い
て
有
す
る
と
同
様
の
地
位
を
し
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
と
の
舎
祉
の
下
に
あ
る
十
二
の
子
命
商
社
は
、
あ
た
か
も
I
・
C
・
-
の
関
係
諸
舎
祉
が
イ
ギ

p
ス
左
と
り
ま
く
ご
と
く
に
、
カ

ナ
グ
自
治
領
を
と

b
ま
い
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
太
西
洋
岸
か
ら
中
西
部
一
千
原
を
遭
っ
て
太
乎
洋
岸
に
至
る
ま
で
、
約
三
千
哩
に

及
ん
で
い
る
。

ケ
ベ
ツ
ク
、
オ

V
グ
リ
オ
、
プ

P
テ
イ
ツ

γ
品
・
ヨ
ロ

γ
ピ
ア
に
沿
い
て
は
こ
の
組
織
は
昌

W

ノ
ケ
ル
ゐ
よ
び
金
鏑
開
穫
の

た
め
、
さ
ら
に
又
、
極
東
に
な
げ
る
兵
器
市
場
の
た
め
一
火
薬
を
生
産
し
て
い
る
。

オ
)
J

グ
リ
オ
そ
の
他
に
沿
い
て
は
、
染
料
、

Z

ス、

ごc.

ナ
メ
ル
等
の
生
産
に
営
っ
て
い
る
。

ケ
ベ
ツ
ク
の
プ
ラ
ウ
Y

ス
・
プ
ツ
ク
は
そ
の
名
と
共
に
非
常
に
有
名
で
、
且
つ
麗
〈
知
れ
わ
た
っ
て

い
る
。

ト
ロ

V

ト
か
ら
は
ア
V

モ
=
ァ
、

ハ
ミ
ル
ト

y
及
び
カ
パ

l
グ
リ
ッ
プ
か
ら
は
酸
類
そ
の
他
が
生
産
さ
れ
る
。
肥
料
工
場
は
ハ

p

ブ
ア
叫
ア
ク
ス
、

ハ
ミ
ル
ト
V
及
品

ι
1
ウ
エ
ス
ト
ミ
シ
ス
グ
ー
に
存
在
し
て
い
る

Q

叉、

ケ
ベ
ッ
グ
で
は
グ
パ
ヨ
用
セ
官
ブ
ア
シ
が
生

産
さ
れ
る
よ
う
に
汝
っ
た

Q

カ
ナ
ダ
に
お
け
る

I
・
C
-
I
の
活
動
の
中
で
と
〈
に
注
目
す
べ
き
は
日
一
ッ
ケ
ル
で
あ
る
。

イ
ギ

F
ユ
に
h

叩
け
る
化
品
工
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
泣

一一一一九

同出

4
g
H
E
R
-
W
Cロ
曲
目

崎'



イ
ギ

F
λ

に
お
げ
る
ル
和
感
工
業
ト
ラ
ス
ト
の
成
立

議
官

を
め
ぐ
っ
て
ア
メ

p
カ
資
木
〈
デ
ュ
ポ

ν
H
モ
ル
ガ
シ
U

と
の
問
に
は
げ
し
い
闘
争
が
ち
っ
て
後
に
、
共
同
所
有
と

一問。

zur-
の0
・
え
の
き
回
世

い
う
世
帯
で
結
束
が
つ
い
た
。

つ
ぎ
に
ア
メ
リ
カ
に
訟
け
る
関
係
に
つ
い
て
一
一
一
局
し
て
た
と
う
。

I
・
C
・
-
と
ア
メ

p
カ
佑
磐
主
世
間
の
文
面
者
で
あ
る
デ
ι

ポ
ン
と

の
関
係
は
き
わ
め
て
密
接
で
あ
る
と
と
は
、
す
で
に
カ
ナ
ダ
診
る
い
は
ア
ル
ゼ

γ
チ
V

に
影
け
る
提
磁
を
通
じ
て
も
明
白
で
あ
る
u
I
・

C
・
-
の
投
資
は

J

ゼ
ネ
ラ
ル
モ

1
グ
1
ズ
?
ヂ
品
ポ
シ
、
プ
ラ
イ
ド
・
ケ
ミ
カ
ル
ズ
の
株
式
に
た
い
し
て
注
さ
れ
て
た
り
、
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー

グ
1
ズ
の
霊
位
中
日
仏

I
・
C
・
-
の
舎
長
が
含
ま
れ
て
い
た
。
デ
ュ
ポ

γ
と
の
一
関
係
は
さ
き
に
の
べ
た
海
外
に
お
け
る
活
動
の
協
同
の
み

で
伝
く
、
特
許
の
夜
換
、
海
外
諸
国
に
あ
る
代
理
機
関
の
相
互
利
用
、
そ
の
他
市
場
に
つ
い
て
の
諸
協
定
を
た
と
注
目

J

て
い
る
。
叉
、
一

九
二
八
年
四
月
に
は
チ
ー
イ
ズ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
は

I
・
C
-
ー
と
宍
聞
の
下
に
、
供
眠
、
H
a
v
o
町
宮
苦

g
n
g匂
担
当
吋

E
C
H
E
F
X
F山首

S
仏

〉

5
2目

白
血
.

を
設
立
し
た
。

と
の
品
目
祉
の
重
投
舎
に
は

I
・
C
・
I
.
チ
エ
イ
ズ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
の
代
表
の
外
に
、
ゼ
ネ
ラ
ル
号

ー
タ

1
ズ
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー
ル
、
メ
ト
ロ
ポ

F
グ
V
生
保
、

kPEREロ
ピ
口

3
2
2
0
L
5
2
r
s
c
:
Z
E
s
e三
h
p
g
o
H叩

ns

知
岡
山
-
毛
田
吋
何
同
…
匂
H
O明
朗

そ
の
他
む
ア
メ

p
カ
犬
、
資
本
の
代
表
者
を
含
ん
で
い
る
。

ロ
チ
晶
ス
グ
ー
は
こ
の
さ
い
に
、
チ
エ
イ
ズ
・
ナ
シ
ヨ
ナ

ル
銀
行
は
{
九
一
ニ

O
年
以
後
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
支
配
す
る
よ
う
に
去
っ
た
た
め
、

I
・
C
・
-
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
も
間
接
の
闘

係
を
も
っ
上
う
に
訟
の

J

た
と
い
ラ
宮
球
の
と
と
を
む
ぺ
て
い
る
。

(
五
〉

以
上
に
お
》
て

I
・
C
・
-
の
設
立
営
初
の
概
翻
慨
を
ご
隈
ス
ケ
ッ
チ
し
た

Q

間
一
恨
の
設
立
に
よ
っ
て
イ
ギ
習
ス
の
拍
車
工
業
は
と
の
大

ト
ラ
ス
ト
の
下
に
集
中
的
に
吸
敬
さ
れ
る
と
と
〉
去
っ
た
と
と
は
勿
論
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
世
界
の
北
車
工
業
は

I
・
G

(
ド
イ



ヅ
U

J

7

L

ポ
ン
門
ア
メ
リ

J

力
U

I

・
C
・
-
ハ
イ
ガ
9

ス
)
の
三
大
滴
占
韓
に
よ
っ
て
大
部
分
が
支
面
さ
れ
る
こ
と
k
m

伝
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

こ
れ
ら
D
コ
一
大
資
本
は
個
k

の
分
野
に
沿
い
て
相
互
に
劃
立
た
つ
ヲ
け
-
な
が
ら
も
‘
資
本
の
共
通
の
目
的
と
い
ラ
大
前
誌
の
下

に
立
つ
て
は
き
わ
め
て
緊
韓
紅
建
繋
を
保
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る

Q

で
あ
る
ω

そ
し
て
い
づ
れ
の
場
合
に
烏
い
て
も
同
様
の
と
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
が
‘

I
・
C
・
-
の
例
が
し
め
す
よ
う
に
、
か
く
も
麗
汎
な
分

野
に
わ
た
る
開
係
事
業
が
一
の

2

V
パ
イ
シ
の
手
に
集
中
さ
れ
、
し
か
も
、
と
う

L
た
コ

V

パ
イ
V

が
、
そ
れ
が
善
か
れ
悪
し
か
れ
、
持

働
者
の
心
臓
と
結
び
つ
き
、
鞍
争
と
い
う
目
的
に
た
い
す
る
製
法
口
聞
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
ヴ
イ
ツ
カ

1
ス
や
ク
ル
ッ
プ
が
そ
う
で
あ
っ

持
ど
と
く
に
‘

I
・
吃
・
ー
も

E
に
こ
れ
ら
と
周
様
の
役
割
左
も
っ
て
い
る
と
い
う
と
と
が
で
造
る
。

イ
ギ

F

ス
に
お
け
る
化
態
エ
幾
ト
ラ
ス
ト
の
成
文

四




